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文部科学省科学技術振興調整費

「リーダーシップを育む広大型女性研究者支援」プロジェクト

平成21年度

研究支援員雇用制度利用者の募集について
広島大学男女共同参画推進室

女性研究者支援プロジェクト(CAPWR) 
室長　相田　美砂子
「リーダーシップを育む広大型女性研究者支援」の平成21年度事業計画に基づき、　「両立支援環境形成プログラム」における研究支援員の雇用を希望される女性研究者から、申請書を募ります。この支援プログラムは、産休・育休あるいは育児・介護など、家庭と研究の両立のために十分な研究時間がとれない女性研究者に対して、研究支援員を雇用する費用を補助するものです。支援を希望される方は、下記に従い、申請してください。

　平成20年度の支援を受けている方については、研究支援員雇用制度利用報告書を申請と同時にご提出いただき、その内容を検討した上で、支援を行うかどうかの参考とさせていただきます。
記

申請資格：　本学の女性研究者（職位、雇用形態、及び研究分野を問いません）
採用人数：20名程度
雇用できる研究支援員の職務　：　研究補助

雇用費の補助額　：60万円まで（1年間・諸経費込）
　　　　　　　　　　　　＊ワーキンググループにおいて支援の必要性等を考慮した上で、補助額を調整し、採択金額が申請額より多少、増減する場合があります。
　　　　　　　　　　　　＊補助額は、研究支援員を雇用するための諸経費（交通費・有給休暇・社会保険料等）を含む金額です。
雇用支援期間　：　平成21年4月中旬から平成22年3月末までの間

　　　　　　　　　　　 ＊今年度は、追加募集は実施しません。平成21年4月から平成22年3月までの1年間の計画でご応募ください。
選考方法：女性研究者支援プロジェクトに設けるワーキンググループにおいて選考し、プロジェクト代表が決定します。選考は、原則として、以下の点に着目し、該当する方を優先します。
①広島大学で研究する女性研究者のうち、就学児童（小学生）までの子どもの養育や介護休業規則に基づく親族の介護または、単身赴任などの諸事情により2世帯以上で生計を営んでいる等の理由により、十分な研究・実験時間がとれない方

②女性研究者のうち、役職や委員会など研究以外の職務の負担が大きい等①以外の特別な事情により研究支援員を必要としている方
③研究支援員雇用に係る経費について他の資金による代替の可能性が低い方
　

＊申請書中の「育児」、「介護」、「単身赴任等による2世帯生計」、「その他の特別な事情」の4種類のシートの当てはまるものすべてに理由をご記入ください。
申請方法：　メールもしくは学内便

〒739-8524 東広島市鏡山1丁目1番2号
男女共同参画推進室内

 　女性研究者支援プロジェクト (CAPWR) 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当:　井上幸恵　　 電話・FAX 082-424-4355

E-mail  capwr55@hiroshima-u.ac.jp
応募締切：　平成21年3月23日（月）正午必着
採否のお知らせ時期：平成21年3月下旬
採択された場合：

①成果報告：　採択者には、原則として支援期間終了後、別途指定する方法により報告書の提出をしていただきます。

②男女共同参画関連研修会等への参加：　採択者および雇用された研究支援員は、少なくとも1回は本学又は学会等が主催する男女共同参画関連の集会・研修会に参加していただきます。
そ の 他：　採択後の具体的な雇用手続きは、別途連絡いたします。

選考にあたって、担当者がメールなどで詳細な状況をお尋ねすることがあります。

その際には差し支えのない範囲でご協力いただきますようお願いいたします。

受付番号：　　
平成21年度「リーダーシップを育む広大型女性研究者支援」

両立支援環境形成プログラム・研究支援員雇用制度利用申請書

平成　　　年　　月　　日

男女共同参画推進室

女性研究者支援プロジェクト(CAPWR) 室長　殿
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),申請者氏名)
	

	所属部局
	

	雇用形態
	常勤　・　非常勤

	職名
	教授　・　准教授　・　講師　・　助教　・　助手　・　研究員（院生は含みません）・その他（　　　　　　　　　　）

	
	＊研究員・その他の場合のみご記入ください
雇用されている経費： 科研費 ・ その他助成金(                )・

   その他（　　　　　　　　　　　　）
雇用期間：平成　年　月　日～平成　年　月　日

所属研究室：

	学内連絡先
	電話番号：

ＦＡＸ　：

E-Mail　：

	研究支援員雇用に係る研究テーマ
	


記入シート①　育児を理由とする方
	研究支援員を必要とする理由


	□育児

※お子さんの年齢・学年をご記入ください。
乳幼児（　　　　）才・乳幼児（　　　　）才・小学校（　　　）年生

小学校（　　　）年生・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

※保育園や学童保育所等に預けている場合、該当欄に☑を付けてください。

□保育園　□幼稚園　□学童保育所　□その他（　　　　　　　　　　）

※送迎の状況に☑を付けてください。

□申請者自身が送迎をしている　□申請者以外の人が送迎をしている

※申請者自身が送迎をしている場合のみご記入ください。

職場からの所要時間（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

預けられる時間（　　　　　）時～（　　　　　）時

□支援を必要とする理由

※具体的にご記入ください。



	現在受けている研究支援員雇用経費
	· 現在、受けている経費全てに○をつけてください。

１．リサーチ・アシスタント（週　　　時間　　名）

２．科学研究費補助金

（種目：　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　円）

３．２以外の研究助成金のうち、研究支援員の雇用が可能なもの

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　円　）

上記交付金額のうち、人件費として使用できる金額

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）

	その他の研究補助金

助成金など


	※現在研究支援員雇用経費を含まない研究費がある場合、種類・期間・総額を記入して下さい。

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（期間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


記入シート②　介護を理由とする方
	研究支援員を必要とする理由


	□介護
※要介護者との続柄に☑印を付けください。
□配偶者　□父母　□子　□配偶者の父母　□同居している祖父母

□兄弟姉妹　□孫　□父母の配偶者　□配偶者の父母の配偶者

□子の配偶者　□配偶者の子　□その他（　　　　　　　　　　　）

　※要介護者との同居・別居の別について該当欄に☑を付けてください。
　　□同居　□別居

※要介護認定を受けている場合、該当の要介護度に☑を付けてください。

　　□１　□２　□３　□４　□５
□支援を必要とする理由

※具体的にご記入ください。



	現在受けている研究支援員雇用経費
	· 現在、受けている経費全てに○をつけてください。

１．リサーチ・アシスタント（週　　　時間　　名）

２．科学研究費補助金

（種目：　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　円）

３．２以外の研究助成金のうち、研究支援員の雇用が可能なもの

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　円　）

上記交付金額のうち、人件費として使用できる金額

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）

	その他の研究補助金

助成金など


	※現在研究支援員雇用経費を含まない研究費がある場合、種類・期間・総額を記入して下さい。

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（期間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


記入シート③　単身赴任等による二世帯生計を理由とする方
	研究支援員を必要とする理由


	□単身赴任等
※支援を必要とする理由を具体的にご記入ください。


	現在受けている研究支援員雇用経費
	· 現在、受けている経費全てに○をつけてください。

１．リサーチ・アシスタント（週　　　時間　　名）

２．科学研究費補助金

（種目：　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　円）

３．２以外の研究助成金のうち、研究支援員の雇用が可能なもの

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　円　）

上記交付金額のうち、人件費として使用できる金額

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）

	その他の研究補助金

助成金など


	※現在研究支援員雇用経費を含まない研究費がある場合、種類・期間・総額を記入して下さい。

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（期間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


記入シート④　その他の特別な事情を理由とする方
	研究支援員を必要とする理由


	□その他の特別な事情
※支援を必要とする理由を具体的にご記入ください。


	現在受けている研究支援員雇用経費
	· 現在、受けている経費全てに○をつけてください。

１．リサーチ・アシスタント（週　　　時間　　名）

２．科学研究費補助金

（種目：　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　円）

３．２以外の研究助成金のうち、研究支援員の雇用が可能なもの

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　円　）

上記交付金額のうち、人件費として使用できる金額

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）

	その他の研究補助金

助成金など


	※現在研究支援員雇用経費を含まない研究費がある場合、種類・期間・総額を記入して下さい。

（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（期間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（交付金額：　　　　　　　　　　　　　　　　　）


1． 雇用期間と就業時間、及び業務内容
（雇用経費の合計を60万円まで（諸経費含）としてください）
＊今年度については、フェニックス・サポーター雇用時の採択金額上乗せは行いません。フェニックス・サポーターを支援員として雇用予定の場合は、そのことを考慮して所要額を計上してください。
　　
	支援員
	時　給
	勤務時間
	採用期間
	所要額計

	＜記入例＞
	　　800円
	週6時間×50週　　延300時間
	平成21年4月

～平成22年3月
	240,000円

	
	＜業務内容＞

　○○実験の補助とデータの分析



	支援員１
	　　　　円
	週　　時間×　　週　　延　　　時間
	平成　　年　　　月

　　　～平成　　年　　　月
	　　　　　円

	
	＜業務内容＞



	支援員２
	　　　　円
	週　　時間×　　週　　延　　　時間
	平成　　年　　　月

　　　～平成　　年　　　月
	　　　　　円

	
	＜業務内容＞



	支援員３
	　　　　円
	週　　時間×　　週　　延　　　時間
	平成　　年　　　月

　　　～平成　　年　　　月
	　　　　　円

	
	＜業務内容＞




※枠が足りない場合は別紙に記入して添付してください。

２．本申請が採択された場合、雇用する支援員を申請者自身が探すことができますか？

　　a. 支援員を探し、本人に承諾を得ることができる。

　　b.　支援員の心当たりがないので探してほしい。または支援員の心当たりはあるが、本人との交渉は難しい。

[image: image3.emf]
	※詳細にご記入ください。

学歴：

職歴：

研究費取得実績：




３．申請者の主な経歴と研究費取得実績など：

４．平成20年度に研究支援員雇用制度を利用して得られた研究成果
	＊平成20年度に研究支援員雇用制度を利用した方は、制度の利用により得られた研究成果について具体的にご記入ください。
成果物：学会発表 ・ 論文発表 ・ その他（　　　　　）

概要：




��





＊bを選んだ方は、支援員に必要な条件を具体的にお書きください（例：「○○実験を行った経験がある大学院生」、「専門知識のない学部生でも可」、等）。また、必要な条件を備えた人がいそうな場所（学部や研究室、専門領域など）に心当たりがあればお書きください。

















